
Minutes - 2023 Spring Meeting 

Location and Date: Electronic, May 18 – 20, 2023 

 

 

15. Judging プログラム第14条（スクール、セミナー、ワークショップ）を改正する提案が承
認された。この変更は直ちに発効する。 
 
414.1 Breedセミナー、遺伝学セミナー、または judges’ conference は、少なくとも1 
working hour であることが要求される。Judging schools は最低 2 working hours であること
が要求される。 
Breedセミナー、遺伝学セミナー、または judges’ conference の出席単位を取得するために
は、最低 2 working hour が必要である。ジャッジスクールの出席単位を取得するには、最低3 
working hour が必要です。ミニセミナーは1 working hour することができる。1つのスクー
ル、セミナー、シンポジウムにつき、最大6時間の単位が与えられる。 
 
414.2 スクール、セミナー、ワークショップは、事前に Judging Committee に予約を入れるべ
きである。 
主催者、指導者、参加者にとって都合の良い時間や場所で、クラブや個人が直接指導者に申し込
んで開催することができる。 
非公式な即席の集まりではなく、正式な/組織されたスクール、セミナー、ワークショップが強く
推奨される。 
 
414.2.1 「マンツーマン」セッションは、特別な状況においてのみ許可される。例えば、トレー
ニーが特定の品種（または複数の品種）に関する追加知識を得るために Judging Committee か
ら事前に承認を受けた場合、および／またはアプローブド・オールブリードスポンサーがトレー
ニーに「マンツーマン」セッションへの参加を要請した場合などである。 
審査員またはトレーニーが「マンツーマン」セッションで取得できるCEUは、ショーシーズン
ごとに1回のみ。 
 
414.3 スクール、セミナー、ワークショップは事前に広告する必要はない。ただし、開催予定日
および場所を、セッションのかなり前に Judging Administrator/Designee に送付することが推
奨される。 
 
414.4 主催者は、合理的な参加費を請求することができる。 
 
414.4.1 nstructor, conductor または moderator.には、慣例的に 50 ドルの謝礼を支払うも
のとする。 



 
414.5 judging schools、breed seminarsまたは genetics seminars、およびワークショップ
への参加は、誰にでも開かれる。  
 
414.5.1 judges’ conferences への出席は、JudgingProgram.の参加者に限定される。 
414.5.1 講師またはmoderator は、読みやすいようにタイプ／印刷した出席者名簿を、出席者
の氏名および説明された内容の概要とともに、セッション終了後1ヶ月以内に Judging 
Committee に送付しなければならない。 
 
414.6 Judging schools address topics relating to procedures, techniques, standards and 
rules of judging and must be are conducted by licensed sSchool iInstructors.  
414.6 Judging schools は、審査の手順、技術、スタンダード、ルールに関するトピックを扱
い、免許を持ったジャッジングスクールインス トラクターによって実施されなければならない。 
 
414.6.1 ジャッジング・スクールで扱われるトピックは、ジャッジングの手順、技術、基準、ル
ールに関するものであれば何でもよい。要請があれば、Judging Administrator/ Designee はス
クールを実施するためのガイドラインを提案する。 
 
414.7 遺伝学セミナーは、免許を持つGenetics Instructors によって実施されなければならな
い。 
 
414.8 他団体が主催する学校、セミナー、コース、シンポジウムについても、ジャッジングコミ
ッティはケースバイケースで単位を与えることができる。Judging Administrator 被指名人の事
前の承認が必要である。 
 
414.98 Breedセミナーは、Approved Allbreed judge.によって司会される。要請があれば、
Judging Administrator/Designee は、ブリードセミナーを実施するための推奨ガイドラインを
提供する。 
 
414.109 Judges’ conferences は、Approved Allbreed judge によって司会される。要請があ
れば、Judging Administrator or Judging Administrator Designee はカンファレンスを行うた
めのガイドラインを提示する。 
 
414.109.1 Judges’ conferences は私的な集まりであり、参加者が結果なしにオープンに自由に
発言できる場であり、ジャッジングプログラムの参加者に限定される。インストラクターの裁量と
ジャッジングコミッティの承認により、出席を TICA APPジャッジに限定することができる。 
 



16. Judging Program+｀第 44.2 条および第15条（Judging License 審更新）の改正案を受
理することを承認された。この変更は直ちに発効する。 
 
44.2 Trainee の責務。Trainee がプロビジョナリー・スペシャルティ・ライセンスを申請するに
は、15 ヶ月の研修期間が必要である。Trainee は、ブリード批評の執筆、学校、会議、セミナ
ーへの出席、リングトレーニング、ソロトレーニングに積極的に参加し、各月のすべての活動の
概要を記した必要な月次報告書をTrainee コーディネーターに送付しなければならない。44.2.1 
研修期間中、Trainee は以下の各項目のうち1つに出席しなければならない： 
 
44.2.1.1 TICA Judging School.  
44.2.1.2 TICA Judges Conference.  
44.2.1.3 TICA Breed Seminar.  
44.2.1.4 TICA Genetics Seminar.  
44.2.2 During the training period, the trainee may:  
 
44.2.2.1 週末のすべてのトレーニングが終了するまでは、エージェントを使用した猫のみをシ
ョーに出すこと。 
  
44.2.2.2 ブリード批評およびブリードの比較は、次ジャッジリングの近くではなく、ショーホ
ールのベンチエリアで書くこと。 
 
44.2.2.3 トレーニングまたはソロの前にショー・ホールにいるが、トレーニング／ソロ・セッ
ション中以外はジャッジリングに近接してはならない。 
 
44.2.2.4 週末の全てのトレーニングが終了するまでは、ショー・カタログにアクセスできな
い。 
 
４4.2.2.5 すべてのインストラクターから受けたトレーニングの種類と質についてコメントする
文章をトレーニー・コーディネー ターに送付すること。  
 
44.2.3 研修期間中、Trainee は以下の条件を満たさなければならない：  
 
44.2.3.1.居住地域の活動中のTICAクラブの会員であること。 
 
44.2.3.2 TICA TICA Code of Ethics に同意し、これを遵守すること。 
 
44.2.3.3 各ショーシーズンに 6 単位の継続教育単位（CEU）を取得すること。 



44.2.3.4 年 1 回の再教育テストを受け、毎年 6 月 30 日の消印、FAX または E メールで
Judging Committee Designee に提出すること。テストは95％以上の得点で合格しなければな
らない。 
 
44.2.4. Trainee が 1年間研修活動を行わなかった場合、Judging Committee は Trainee にジ
ャッジングプログラムから除外することを通知する（Trainee のオールブリードのスポンサーに
もコピーを送付する）。 
 
44.2.4.1 Trainee のオールブリードのスポンサーは、その通知から 30 日以内に、研修活動を
再開するための 行動計画を Judging Committee に提出することにより、6 ヶ月の延長を要請
することができる。 
 
44.2.4.2 延長が要求されない場合、Trainee は通知発行から 30 日後にジャッジングプログラ
ムから除外される。 
 
44.2.4.3 承認された行動計画に従って、または延長期間内にトレーニング活動が再開されない
場合、トレーニ ーはジャッジング・プログラムから除外されます。  
 
 
Article１５ ‒- Judging License の年次更新の要件 
 
415.1 審査に積極的に従事しているすべてのジャッジ（Distinguished Judges, Judges of 
Merit, and any Judge Emeritus still judging 含む）、およびすべてのトレイニーは、年に一
度、再試験を受ける必要がある。テストは95％以上の得点で合格しなければならない。 
 
415.2 すべてのジャッジおよびトレーニーは、Judges Emeritus を除き、各ショーシーズンご
とに 6 つの継続教育単位（CEU）を累積しなければなりません。CEU は第 13 条に記載され
ているように取得します。 
CEU はライブまたは電子的な継続教育イベントです。Distinguished Judges は 2 年に 1 度、
ジャッジカンファレンスまたはブリードセミナーを指導するか、ジャッジングスクールまたは遺
伝学セミナーを実施しなければなりません（資格のある場合）。毎年、審査員会議もしくは品種
セミナーを主宰する、または審査学校もしくは遺伝学セミナー（資格を有する場合）を開催する
Judges of Merit、年間 CEU 要件を満たしたものとみなされる。 
 
415.2.1 あるショー・シーズンで CEU を 6 回取得できなかった審査員は、次のショー・シー
ズンで CEU を 12 回取得しなければならない。 
 



415.2.2 ジャッジとなるショーシーズン中トレイニーが既に取得した CEU は、この合計にカウ
ントされるものとする。 
 
415.3 各ジャッジは、その居住地域の活動中のTICAクラブの会員でなければならない。 
 
415.4 毎年、各ジャッジは TICA Code of Ethics. に同意し、これを遵守する。 
 
415.5 TICA 会費および次のショーシーズンのジャッジライセンス料は、毎年 10 月 30 日ま
でに事務局に支払わなければならない。Judges Emeriti およびDistinguished Judges はライセ
ンス料が免除される。 
 
415.6 必要事項を記入したRecord Formは、毎年 6 月 30 日までに、消印、ファックス、ま
たは E メールでCommittee Designee に送付しなければならない。Record Formには、前シ
ョーシーズン（5 月 1 日～4 月 30 日）のジャッジの活動（ショー、CEU など）が記載され
ます。Judges Emeriti は Record Formの提出義務が免除されます。 
 
415.7 Judging は毎年 12 月の Judging Committee においてライセンスを取得する。現在のラ
イセンスを持つジャッジは、適切な出版物に掲載される。 
 
415.8 Judging Committee が、欠落している要件に基づき、次年度の Judging ライセンスを更
新しないことを決定した場合、欠落している要件が満たされた時点でライセンスを更新すること
ができる。ライセンスは失効したのではなく、失効したのであり、更新の要件を満たせば更新す
ることができる。 
 
415.9 未解決の罰金がある場合、ジャッジライセンスは更新されない。ただし、Judging 
Committee は、罰金を執行部に受理された場合、ライセンスを更新することができる。 
 
415.10 judge’s license が更新されなかった場合、judge は Boardに不服申し立てを行うこと
ができる。不服申し立ては通常、次に予定されているBoard meeting.理で審理される。更新に
関する最終決定は、あくまでも理Boardの裁量に委ねられる。 
 
415.11 3 年ごとに、現在のプロフェッショナルなカラー写真をTICAイヤーブック編集部に提出
しなければならない。写真はイヤーブック編集者が定めた仕様に従わなければならない。 
 
24.予算案を修正し、International Director の海外出張費として 10,000 ドルを含めることが承
認された。 
 



25.予算案にSpring Meeting in Harlingen, 2024 のための30,000 ドル を含めるよう修正動議
が提出され承認された。 
 
26. クラブが会員のために仕事を処理できるようにするため、TFMS に 30,000 ドルを含めるよ
う予算案を修正する、承認された。 
 
27. 修正された予算案を承認するよう、承認された。 
  

28. Tennessee Rex (TR/TRS) breed standardを提示通り承認することを、Faccioli/Stadter 
により動議し、直ちに発効させる。満場一致で承認された。 
 
29. Tennessee Rex (TR/TRS) breed が 2024 年 5 月 1 日から ANB からチャンピオンシ
ップに昇格 
 
30. Burmilla (BM/BML)の breed standard の変更を受諾 
この変更は 2024 年 5 月 1 日に発効する。 
 


